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町田市森野で認知症の方のグループホームを運営しております。地域との

かかわりを大切にし、優っくり、一緒に、楽しく、を目標に、認知症の方

の生活を支えています。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

これまで利用者ができる家事も職員が行って

いたり、レクリエーションも全員に同じものを

提供するなど、画一的な対応が多かった。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

モンテッソーリの手法を活用し、入居されてい

る皆さん一人ひとりが活動を選択して、自分の

ペースで行えるように支援を行う。認知症があ

ってもその方らしい暮らしが実現できるよう

ケア方法を確立することが目的。 

《３．具体的な取り組みの内容》 

取り組み 

① 「大切にしている 10 のこと」をご本人に

伺い、暮らし方に対する意向の確認 

② 評価ツールを用いて、残されている能力の

確認や、BPSD の評価を行う。（BPSD+Q、

プール活動レベル、識字評価）評価は 5 月

～１０月の間に定期的に実施する。 

③ 混乱しやすい場面では、認識しやすい表記

で環境を整える。 

④ 、自発的に活動が行える環境づくりを行う。 

⑤ モンテッソーリの勉強会を定期的に開催

し、職員間の共有を行う 

⑥ メモリーブックを活用し、自分への肯定感

を高める 

《４．取り組みの結果と考察》 

モンテッソーリの手法を活用して環境を整え、

自発的な活動を支えることで、認知機能の低下

から揺らぎやすくなっている自己肯定感を高

め、混乱や不安を軽減することができると推察

される。 

《５．まとめ、結論》 

利用者を多角的な評価を行うことでその方の残

された能力に着目した個別ケアを実践できると

考える。これまでの生い立ちを知り、気持ちに寄

り添うことで、安心して生活できる。 

 

 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

本研究発表を行うにあたり、本研究と当法人の

個人情報の規則に決められていること以外には

使用しないこと、不利益を被ることはないこと

をご本人とご本人に説明し、同意を得た。 
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